
F A C T  B O O K
2025

株式会社 ヤマザキ



会社概要

会社名

従業員数

設立年月日

代表者氏名・役職

本社所在地

上場市場／
上場予定日

資本金

証券コード

株式会社 ヤマザキ

318名（連動） 144名（単体）
（2025年3月31日現在）

1960年（昭和35年）9月1日
（創業：1946年3月1日）

代表取締役
社長執行役員
山﨑 好和

〒431-3121 
静岡県浜松市中央区有玉北町489番23号

東京証券取引所スタンダード市場
重複上場予定：2025年8月25日福岡証券取引所
                            2025年9月11日札幌証券取引所

972,195千円

6147
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経営理念
三方よし

「売り手よし」「買い手よし」「世間よし」

ビジョン
お客様に寄り添い世界中で必要とされる

ミッション
生産活動に悦びをもたらす、
プレミアムな技術のご提供

ミッション/ビジョン/経営理念
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株主様を始めステークホルダーの皆様には、平素より格別のご高配を
賜り、厚く御礼申し上げます。

弊社は、今後も皆様のご期待に応え、末永くご愛顧頂けます様、
継続的な経営基盤の強化と企業価値向上に取り組んでまいります。

世界経済が先行き不透明な状態の続く中、多くのクライアントでは
「レガシー資産の活用」や「人手不足」等一筋縄では解消困難な経営
テーマが、必須となりつつあります。

株式会社ヤマザキ
代表取締役社長執行役員

山﨑   好和

代表者メッセージ

当社では、前述の「ミッション」「ビジョン」の下、変化を続けるお客様
の経営テーマに寄り添って参ります。

そのために、社内技術開発はもとより、同業他社との連携や現有技術
を用いた他業界への新規事業展開など柔軟な発想により、経営の安
定と業容拡大を通じ、ステークホルダーの皆様を始め、地域経済への
貢献も目指してまいります。

今後とも一層のご支援、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。
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1946年3月
（昭和21年）

1968年4月
（昭和43年）

1990年3月
（平成2年）

2020年10月
（令和2年）

2020年4月
（令和2年）

1960年9月
（昭和35年）

2004年9月
（平成16年）

2023年11月
（令和5年）

1972年10月
（昭和47年）

山 﨑 好 夫 が 浜 松 市
寺島町に山﨑鉄工所
として創業楽器部品
及び専用機・治工具
の製造を開始

ドリルユニットをはじめ
とする省力化機器の製造
販売を開始

設立30周年。資本金9
億5,840万円に増資し
株式の店頭登録を行う

（現JASDAQ、証券
コード番号6147）

ホーコス(株)との合弁会
社HYテクノロジーズ(株)
の設立を発表。
機械のアフターマーケッ
ト事業などで業容拡大
を目指す。福岡県京都郡

に九州営業所
を設置

法人組織に改組し、
株式会社山﨑鉄工所を
設立

ベトナムに連結子会社 
YAMAZAKI TECHNICAL 
VIETNAM CO., LTD. を設立 

静岡県富士市松岡に
富士営業所を設置

商号を株式会社ヤマザキ
に変更

沿革
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01.

03.

02.

04.

主要事業領域

主な顧客層

主なサービス・製品

市場でのポジション・優位性

工作機械事業（精機事業）部門、輸送用機器事業（生産事業）部門

輸送用機器業界、工作機械業界、半導体製造装置業界、環境装置
業界等のメーカー

専用工作機械製造販売、輸送用機器（二輪・四輪他）部品製造販売、
半導体製創造装置製造販売、マイクロバブル活用製品提供

05. ビジネスモデル図

精機事業部門
❖設備新作

» 加工系 　
» 組立系　 
» 検査系

❖設備転用改造·メンテナンス
» ホーコス株式会社との合弁会社 
   ｢HYテクノロジーズ株式会社｣ 
» 既存設備の転用改造、 
    メンテナンス、オーバーホール 
» 他社メーカー製のマシンにも対応

❖省力省人化設備
» 組立 　
» 組付 
» 搬送 　
» プレ加工

❖設備主要構成品(ユニット) 
» 600種類以上の専用工作機用
   ユニット 
» 自由に相み合わせられる 
   ビルドアップ対応

海外展開
❖ベトナム現地法人

» 「Yamazaki Technical
   Vietnam Co.,Ltd.」 100年マシンを100年マシンを

世界へ！世界へ！
100年マシンを

世界へ！

事業内容とビジネスモデ ル

開発部門
❖IoT（FA-NET）
❖検査機器（プルメーター他）

❖マイクロバブル発生技術
❖環境ソリューション

生産事業部門
❖MC／モーターサイクル部品
❖半導体製造装置部品

❖AM／自動車部品
❖環境装置部品

専用工作機械用ユニットメーカーとしてシェア国内NO.1
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事業 ハイライト

❖売上⾼ ❖営業利益 ❖経常利益
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株式会社ヤマザキのポジショニング

工作機械とは、広義には「切削、研削、せん断、鍛造、圧延等により金属、木材、その他の材科を有用な形にする機械」のことです。あらゆる機械やその
部品類は工作機械によって作られ、工作機械の性能の優劣が、生み出される製品の競争力を大きく左右し、その国の工業力全体にも大きく影響を及
ぼします。(日本工作機械工業会ウェプサイトより)

株式会社ヤマザキの工作機械事業は、自動車産業を強みとして、オーダーメイドによる生産用工作機械の製造·販売を主な事業としています。

株式会社ヤマザキの工作機械業界における位置づけ

<工作機械業界>

<工作機械業界>

マザーマシンとも呼ばれる
工作機械は製造業に

必要不可欠な存在

工作機械
A社
B社
C社
・

・
・

ヤマザキが
現在強い分野

機械部品

素材

自動車

衛星·飛行機

鉄道

自動車

産業機械（食品・衣料品・素材など）

ヤ
マ
ザ
キ
の
潜
在
顧
客
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ヤマザキの第2の強みは、営業・ヒアリン
グ・開 発・製 造・アフターケアの 一 貫 体 制
で す。すべての 工 程を一 貫 体 制で 行うか
らこそ、お 客 様 の 課 題 や 要 望 に各 現 場 が
連携して迅速かつきめ細かく対応し、製品
の短納期・高精度・高品質を実現できるの
です。

ヤマ ザキには、技 術 の 拠 点であるテクニ
カルセンターがあります。ここでは顧客ニ
ーズに対応して生産の拡充に努めるとと
もに、製 造 の 各プロセスならび に出 荷 後
のアフターケアにおいても緊密な情報交
換 が なされています。お 客 様 からの 要 望
や一貫体制の各ステージにおける貴重な
データを蓄積·分析して新たな高付加価値
サービスへと繋げています。

一貫体制がもたらす、現場の顧客理解や
そ れ に 対 応 する機 械 構 造 の 隅々まで の
把握が、納入後のアフターケア、つまり、
機械の安定運転までのトータルサポート
にも繋がっています。それがヤマザキの
顧客満足度をさらに向上させる好循環を
生み出しているのです。

テクニカルセンターには、開発や生産技
術、営業など各現場で活躍してきた多様
な人材がそろっています。それぞれの高
い知識と技術を共有することで、開発·提
案 力をレ ベ ルアップさせています。そし
て、今後の製品創出への研究開発ばかり
ではなく、社会的課題を解決するヤマザ
キ の 新 規 ビジネスに 繋 がる研 究 開 発 に
も積極的に取り組んでいます。

ヤマザキの強みは？

株式会社ヤマザキの「強み」

01.

02.

顧客満足度を高める生産一貫体制

技術拠点、ヤマザキ・テクニカル・センター

❖短納期·高精度·高品質の実現

❖お客様と現場の声を活かす技術拠点

❖一貫体制が高める顧客満足度

❖充実した研究開発体制

600種以上の
ユニット

生産一貫体制 技術拠点

ヤマ ザ キ の 第 1 の 強 み は、6 0 0 種 類
以上のユニット、生産一買体制、そし
て技術力の基盤である拠点を運営し
ていることです。
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地域との関わり（福岡版）

株式会社ヤマザキ
代表取締役社長執行役員
山﨑好和

福岡証券取引所本則市場への上場を機に、当社の“自働化”技術を通じて、人手不足など福岡の産業現場が抱える課題に向き合ってまいります。

2020年の営業所開設以来、地元企業との連携を積み重ねてきたこの地域で、より実践的な連携を深め、ものづくりを支える存在であり続けたいと考

えております。

地域での信頼や認知をさらに高めながら、地域経済の発展にも貢献していけるよう努めてまいります。

何卒ご愛顧のほどお願い申し上げます。

代表者メッセージ　
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❖ 地域大学・専門学校との連携状況

❖ 地域住民・顧客との関係性

3. 地元採用・人材育成方針

4. 地域社会との関係構築

九州大学（風力発電）、九州工業大学（光触媒）との接点あり

トヨタ自動車九州に1名出向中／九州営業所を設置

❖ なぜ福岡での上場を選んだのか

❖ 福岡における拠点・人員配置

❖ 地域経済への貢献意図

❖ 地元との連携強化の方針

❖ 今後の出店・展開戦略

1. 地域上場の意義と目的

2. 地域における事業展開状況

九州地区では以前より、輸送機器製造メーカー向けに工作機械を納入してお
り、事業拡大と関係強化を目的に、2020年4月に営業所を開設。
福岡証券取引所本則市場への上場を通じて、IR強化・知名度向上・信頼性向上
を図り、地域企業との関係深化や優秀な人材確保にもつなげていく。

福岡県京都郡：1名配置

⃝地域経済発展に寄与すべく、調達・連携は地域内を優先
⃝営業・生産拠点の展開を視野に、地域経済の活性化に貢献
⃝人手不足が懸念される中、自働化技術を提供することで、省力・省人化を支援

まずは、地元大手クライアントとの情報共有や連携を強化し、より実効性のある
地域展開につなげていきたい。

⃝地元クライアントのニーズに応じた製品・サービスの提供を通じて、さらなる       	
    成長を目指す
⃝新規事業開発の一環として、輸送機器・半導体製造分野における研究拠点の             	
    設立や、地元企業・大学との連携を推進
⃝SDGsの観点（自然災害への備え）から、静岡以外での生産拠点設置を検討中

地域との関わり（福岡版）
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役員一覧

代表取締役
社長執行役員

山﨑 好和

取締役
常務執行役員

営業·技術·品証部門統括

川島 浩孝
取締役

常務執行役員
製造·開発部門 統括

松本 靖之
取締役

上席執行役員 工機部長

山本 惣一
取締役

上席執行役員 総務部長

今場 浩和
取締役

上席執行役員 営業部長

矢野 哲哉

取締役
（監査等委員）

加藤 勉
社外取締役

（監査等委員）

伊藤 博
社外取締役

浅田 和則
社外取締役

（監査等委員）

原 道也
社外取締役

加藤 敏純
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新たな事業への取組み

Mission

工作機械事業

輸送用機器事業

グローバル戦略

⃝600種類以上のユニットと専門技術を駆使した提案型
    営業の強化
⃝専用加工機メーカーから精機メーカーへ
    （より精密な製品を提供する）
⃝メンテナンスビジネスの強化

⃝2輪車部品以外の量産部品販売の強化
⃝EV化による4輪車部品形態の変化に合わせ、部品
    メーカーと連携強化

⃝ベトナムの現地法人を拠点としたアジア展開の強化

1
省力省人化・設備
受託・推進
他社との業務提携推進

4
MMSビジネス
MMSビジネスOEM生産

3
半導体製造装置
クリーンルームを設置
し製造販売を開始

2
アフターマーケットへ
の積極展開
合弁会社設立

5
"超"精密への挑戦
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サスティナビリティ

三方よし「売り手よし」「買い手よし」「世間よし」の経営理念の
もと、企業価値の向上はもちろん、持続可能な開発目標の達成
も進めてまいります。

テーマ マテリアリティ SDGs

環境負荷低減

地域貢献

人材育成

⃝ 環境負荷も考慮した調達方針
⃝ 省人・省力化機器の製造販売

⃝ ベトナム子会社人材への教育
⃝ 産休育休取得の奨励

⃝ 工場見学やインターンシップの実施

⃝ 設備転用改造、メンテナンス事業の展開
⃝ ISO14001に関する継続的な取組

⃝ 働き方改革の徹底や資格取得の奨励

⃝ 地域の祭典や教育機関への協賛

01

02

03
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直近の報道記事

日本経済新聞 

2023年5月17日
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直近の報道記事

日刊工業新聞 

2023年7月31日
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直近の報道記事

日刊工業新聞 

2023年8月29日
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直近の報道記事

日刊工業新聞  

2024年7月29日
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直近の報道記事

日刊工業新聞 

2024年7月30日
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ナガ セインテグレックスとの提携（2024年6月）

日刊工業新聞 

2024年6月12日

静岡新聞 

2024年6月14日

日経新聞地方版 

2024年6月1日

超精密研削盤メーカーであるナガセインテグレックスとの提携により、
半導体製造等超精密仕上を必要とするユーザーの開拓を推進
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この資料は投資家の参考に資するため、株式会社ヤマザキ（以下、当社）の現状をご理解いただくことを目的として、当社が作成したものです。

当資料に記載された内容は、本日現在において一般的に認識されている経済・社会等の情勢及び当社が合理的と判断した一定の前提に基づ
いて作成されておりますが、経営環境の変化等の事由により、予告なしに変更される可能性があります。

本発表において提供される資料並びに情報は、いわゆる「見通し情報」を含みます。これらは、現在における見込み、予測及びリスクを伴う想定
に基づくものであり、実質的にこれらの記述とは異なる結果を招き得る不確実性を含んでおります。

それらリスクや不確実性には、一般的な業界ならびに市場の状況、金利、通貨為替変動といった一般的な国内及び国際的な経済状況が含まれ
ます。

今後、新しい情報・将来の出来事等があった場合であっても、当社は本発表に含まれる「見通し情報」の更新・修正をおこなう義務を負うもので
はありません。

免責事項及び 将来見通しに関する注意事項
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